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原 著

日立７１７０による血中アンモニア値の経時的変化の検討

けいなん総合病院、検査科、臨床検査技師

こん どう よし ひと え ぐち かつ や ふじ た かつ よし はし もと ろく ろう

近藤 善仁、 江口 克也、 藤田 勝嘉、 橋本 六良

微量かつ不安定な血中アンモニア値の経時的変化を
検討した。全血・血漿（２５℃、５℃）をそれぞれ ４
系列作成し、経過時間ごとに日立７１７０を用いて測定
を行い、血漿氷冷放置（５℃）では１８０分まで有意差
はみられず安定性が確保できるが、全血室温放置
（２５℃）では１５分で値の信頼性に影響を及ぼした。
よって、アンモニア測定における採血後の検体処理の
緊急性と重要性を再確認した。
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緒 言

血中アンモニア値の測定は、重症肝疾患時における
肝性昏睡の予測および経過観察や乳幼児の高アンモニ
ア血症の診断のために多くの施設で行われ、緊急性の
高い項目である。しかし、血中アンモニアはきわめて
微量かつ不安定な物質であり、測定法、測定条件によ
り変動すると言われている。そこで当院において酵素
法を用いた血中アンモニア値の経時的変動についての
検討を行ったので報告する。

対 象 と 方 法

対象と材料：健常成人１０名の EDTA―２K 加血液を
用いて（n＝１０）、室温（２５℃）放置による全血・血漿
および氷冷（５℃）放置による全血・血漿の ４ 系列
を 直 後，１５，３０，６０，９０，１２０，１８０ 分 の 各 時 間 で３０００
rpm、５ 分冷却遠心し、日立７１７０により測定した。
血漿については、採血直後遠心分離し他の容器に移し
た。

測定原理：血漿中のアンモニアはデアミド NAD の
存在下で NADS の作用を受けて b―NAD を生成する。
この b―NAD はグルコースー６―リン酸（G６P）の存
在下でグルコースー６―リン酸脱水素酵素（G６P―
DH）の作用により還元されて、b―NADH となる。こ
の b―NADH の吸光度の増加量を３４０nm で測定す
る。

試薬：セロテック アンモニアー L
第一試薬（pH９．０、２５℃）：グッド緩衝液２００mmol

/l、NADS２．０U/ml、G６P―DH２．４U/ml、ATP１２mmol
/l

第二試薬（pH７．０、２５℃）：グッド緩衝液２０mmol
/l、デアミド―NAD、３mmol/l、G６P２０mmol/l

結 果

各条件下での結果（表 １～４）及びアンモニアの
上昇率（表 ５、図 １）は下記の通りである。それぞ
れ直後の測定結果を Reference としてノンパラメト
リック・ウィルコクソンの符号順位検定による経時測
定値の有意差検定を行った。有意水準（p＜０．０５）５％
で検定した場合、血漿氷冷は１８０分まで有意差はみら
れず（p＝０．０５４）、全血氷冷は６０分（p＝０．００７８）、血
漿室温は３０分（p＝０．００９７７）、全血室温は１５分（p＝
０．００１９５）で有意差がみられた（図 ２）また上昇率の
個人差と赤血球数とのスピアマンの順位相関係数は
０．３９３９３９ 有意水準０．２６でその値のあいだに相関は
みられなかった。

考 察

採血後のアンモニア濃度は １）赤血球からのアン
モニアの遊離（赤血球：血漿比＝２．８：１）２）脱ア
ミン化反応や血漿中のアミノ酸の加水分解などによ
り、経時的に上昇する。今回の検討で１８０分後に最も
上昇したのは室温全血検体で、ついで氷冷全血、室温
血漿、最も安定していたのは氷冷血漿であった。全血
状態では、赤血球からの遊離の影響を受け、特に６０
分後から急激に上昇する傾向がみられたが上昇率の個
人差と赤血球数との相関はなかった。血漿状態では、
全血に比べれば急激な上昇はないものの、室温保存の
方は経時的に上昇していったが、氷冷中（５℃ 一定）
では１８０分後でもわずか ５％ ほどの上昇でしかな
かった。

検定による測定許容限界で血漿氷冷は１８０分まで安
定した測定値が保持されるが、全血氷冷では６０分、
血漿室温では３０分、全血室温にいたっては１５分で測
定値の信頼性を失ってしまう。よって、採血直後から
の迅速、適切（氷冷）な検体保持の重要性がより一層
示唆され、すぐに測定できない場合は、速やかに血漿
分離し、氷冷保存すれば少なくとも１８０分までは安定
した結果を得ることができる。
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表１ 血漿氷冷

直後 １５分 ３０分 ６０分 ９０分 １２０分 １８０分

A １５．５ １４．０ １６．３ １５．３ １５．１

B １４．２ １４．８ １０．７ １２．８ １３．９ １４．７

C １１．２ ９．８ １２．３ １１．９ １３．１ １３．０ １４．０

D ２２．９ １９．９ ２３．５ ２２．８ ２４．９

E １２．９ １２．７ １４．０ １３．９ １６．１ １４．０

F ３３．２ ３３．８ ３６．１ ３７．１ ３５．０ ３５．６ ３５．３

G ３６．３ ３７．１ ３７．１ ３６．８ ３６．９ ３８．７ ３８．４

H ３８．６ ３８．４ ３９．８ ３７．８ ３８．２ ４０．９ ４０．０

I １２．５ １２．３ １２．１ １１．０ １０．２ １０．９ １０．５

J ３５．８ ３６．２ ３７．１ ３５．１ ３５．２ ３６．９ ３８．３

平均 ２３．３ ２３．９ ２３．７ ２５．８ ２４．７ ２４．６ ２４．５

上昇率 １００％ １０２％ １０２％ １１１％ １０６％ １０５％ １０５％

表２ 全血氷冷

直後 １５分 ３０分 ６０分 ９０分 １２０分 １８０分

A １５．５ １８．７ １８．３ ２２．２ ２６．０ ３１．３ ５８．１

B １４．２ １１．０ １２．４ １７．０ ２３．１ ２７．２ ４０．７

C １０．４ １１．２ １３．２ １８．２ ２４．７ ３２．９ ５７．６

D ２２．８ ２１．６ ２０．９ ２６．５ ２９．１ ３５．４ ５０．７

E １３．５ １３．２ １４．１ １９．０ ２７．３ ３４．８ ４８．９

F ３５．５ ３５．４ ３６．６ ３９．０ ３６．５ ４２．７ ６０．７

G ３５．８ ３７．９ ３７．７ ４１．７ ４５．３ ４８．６ ５８．０

H ３８．５ ３７．８ ３９．０ ４１．４ ４６．２ ５４．１ ７０．３

I １１．４ １１．５ １０．４ １５．４ ２６．７ ３７．３

J ３５．１ ３４．４ ３４．６ ３３．０ ３８．３ ４４．８ ６１．９

平均 ２３．３ ２３．３ ２３．７ ２８．７ ３１．２ ３７．９ ５４．４

上昇率 １００％ １００％ １０２％ １２３％ １３４％ １６３％ ２３４％

中アンモニアの変動．陸自福岡病年報 １９８６；１０３
～１０５．

４．小野佳一、他．NAD 合成酵素を用いた血中アン
モニア測定試薬“セロテック アンモニア―L”の
基礎的検討．医学検査 ２００１；２．１２２～１２７．

英 文 抄 録

Analysis of a change of blood ammonia value over
time after taking blood sample by Hitachi７１７０

Keinan General Hospital, Department of Clinical labo-
ratory, Clinical technologist

Yoshihito Kondo, Katuki Eguchi, Katsuyoshi Fujita,
Rokuro Hashimoto

Summary
Objective : A value of blood ammonia was analyzed

over time after taking a blood sample though being min-
ute in amount and unstable. Study design : Both a whole
blood and serum at both ５℃ and２５℃ were examined
with Hitachi ７１７０．Results : The whole blood sample
lost its reliability at１５minutes after sampling at２５℃．
The serum sample could reserve the accurate results at
１８０minutes at ５℃．Conclusion : We reaffirmed the im-
portance of an immediate specimen―processing after
drawing blood in the ammonia measurement.

Key words : ammonia, glucose―６―phosphate dehydroge-
nase（G６P―DH），chronological change
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表３ 血漿室温

直後 １５分 ３０分 ６０分 ９０分 １２０分 １８０分

A １５．５ １５．９ １８．７ ２２．３ ２４．７ ２７．１ ３２．５

B １３．０ １１．８ １２．８ １５．６ １９．８ ２２．７

C １０．１ １１．７ １２．１ １３．５ １６．６ １７．３ ２１．０

D １９．１ ２４．４ ２５．８ ２６．３ ３０．２ ３０．７ ３１．４

E １２．７ １２．２ １１．９ １４．６ ２０．４ ２４．２

F ３３．０ ３４．１ ３６．１ ４０．１ ３７．９ ３９．８ ４３．０

G ３８．２ ３６．８ ３９．３ ３７．８ ４２．７ ４２．４ ４７．０

H ３７．９ ３９．２ ３９．７ ４１．３ ４２．７ ４３．６ ４７．１

I １０．６ １２．９ １２．４ １３．１ １４．３ １５．０

J ３４．５ ３４．６ ３７．７ ３６．５ ３８．１ ４１．７ ４４．７

平均 ２２．５ ２３．４ ２４．７ ２９．２ ２９．０ ２９．７ ３２．９

上昇率 １００％ １０４％ １１０％ １３０％ １２９％ １３２％ １４６％

表４ 全血室温

直後 １５分 ３０分 ６０分 ９０分 １２０分 １８０分

A １５．５ ２１．２ ３４．１ ４０．４ ５２．９ ８５．５

B １２．１ １３．０ １４．５ ２０．５ ２６．２ ３３．７ ３９．０

C １１．５ １４．０ ２０．５ ２３．９ ２９．７ ３５．０ ４２．５

D ２２．４ ２４．９ ２４．３ ３３．７ ３９．７ ４７．４ ６１．１

E １３．９ １７．１ ２３．５ ２９．５ ３５．５ ４１．４ ６６．１

F ３４．３ ３８．３ ３９．９ ４１．１ ４５．８ ４４．９ ５７．５

G ３８．０ ３９．１ ４１．８ ４７．５ ５１．５ ５９．２ ７７．０

H ４０．４ ４０．７ ４２．６ ４８．２ ５５．５ ５９．３ ７６．０

I １２．４ １４．８ １６．１ ２３．０ ２９．９ ３６．６

J ３７．２ ３８．７ ４０．１ ４５．６ ４８．７ ５５．８ ７０．０

平均 ２３．８ ２６．２ ２９．３ ３６．０ ３９．６ ４６．０ ６１．１

上昇率 １００％ １１０％ １２３％ １５１％ １６７％ １９３％ ２５７％

表５ 各条件下での上昇率

直後 １５分 ３０分 ６０分 ９０分 １２０分 １８０分

冷蔵血漿 １００％ １０２％ １０２％ １１１％ １０６％ １０５％ １０５％

冷蔵全血 １００％ １００％ １０２％ １２３％ １３４％ １６３％ ２３４％

室温血漿 １００％ １０４％ １１０％ １３０％ １２９％ １３２％ １４６％

室温全血 １００％ １１０％ １２３％ １５１％ １６７％ １９３％ ２５７％
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図１

図２ 経時的理由




